
保育園、保保育育園園、、特養ホーム増設特特養養ホホーームム増増設設などななどど

２
０
１
３
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
１５
日
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。
当
初
の
日
程
は
３
月
２２
日
ま
で
で

し
た
が
、
国
民
健
康
保
険
料
値
上
げ
条
例
等
を
審
査
す
る
た
め
会
期
を
延
長
し
、
３
月
２７
日
閉
会
し
ま
し

た
。
区
か
ら
、
議
案
３４
件
が
提
案
さ
れ
、
区
議
団
は
区
民
の
立
場
で
審
査
を
行
い
、
２０
件
に
は
賛
成
、
１４

件
に
反
対
し
ま
し
た
（
反
対
し
た
主
な
議
案
は
４
面
参
照
）
。

一
般
質
問
は
小
林
ひ
ろ
み
議
員
（
２
月
１９
日
）
、
儀
武
さ
と
る
議
員
（
２
月
２０
日
）
が
、
保
育
園
や
特

養
ホ
ー
ム
な
ど
切
実
な
区
民
要
求
実
現
を
求
め
、
予
算
特
別
委
員
会
（
２
月
２８
日
〜
３
月
１８
日
）
に
は
、

儀
武
、
河
野
、
小
林
の
３
議
員
が
委
員
と
し
て
審
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

１３
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
費
な
ど
一
部
前
進
面
は
あ
る
も
の
の
、
国
民
健
康
保

険
料
の
大
幅
値
上
げ
や
、
保
育
園
待
機
児
問
題
な
ど
切
実
な
区
民
需
要
に
応
え
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら

反
対
し
ま
し
た
（
反
対
理
由
の
詳
細
は
３
面
）
。

１３
年
度
予
算
に

つ
い
て

区
民
の
暮
ら
し
は
ま
す
ま

す
深
刻
な
状
況
で
す
。

豊
島
区
の
１３
年
度
予
算
は

「
過
去
最
大
規
模
」
の
大
型

予
算
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
切
実
な
区
民
需
要
に
は

応
え
よ
う
と
せ
ず
、
決
算
剰

余
金
の
全
額
を
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
る
た
め
に
条

例
を
変
え
、
基
金
積
立
を
優

先
し
て
い
ま
す
。
ま
た
国
民

健
康
保
険
料
を
大
幅
に
値
上

げ
し
ま
す
。

保
育
園
待
機
児

解
消
を

保
育
園
待
機
児
問
題
が
深

刻
で
す
。
１３
年
４
月
に
認
可

保
育
園
に
入
れ
な
い
児
童
は

４
５
０
名
を
超
え
、
昨
年
４

月
の
２
９
１
名
と
比
べ
て
大

幅
増
で
す
。
と
こ
ろ
が
１３
年

度
当
初
予
算
に
は
待
機
児
解

消
の
緊
急
策
も
な
く
、
抜
本

策
と
し
て
の
認
可
保
育
園
増

設
に
も
消
極
的
で
し
た
。

待
機
児
童
対
策

緊
急
プ
ラ
ン

区
議
団
は
、
認
可
保
育
園

の
増
設
と
緊
急
策
を
繰
り
返

し
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
よ
う
や
く
区
は
「
待

機
児
童
対
策
緊
急
プ
ラ
ン
」

を
発
表
。
１３
年
度
補
正
予
算

で
約
６
億
円
、認
証
保
育
所
、

保
育
マ
マ
、
臨
時
保
育
所
、

ス
マ
ー
ト
保
育
（
都
補
助
の

活
用
）
な
ど
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
区
議
団
は
「
緊
急

策
は
必
要
」
と
し
て
補
正
予

算
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
抜
本
的
対
策
と
し
て

の
認
可
保
育
園
の
増
設
計
画

が
な
い
の
は
問
題
で
あ
る
と

指
摘
。
引
き
続
き
認
可
保
育

所
増
設
に
よ
る
待
機
児
解
消

を
求
め
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。大

型
開
発
は

す
す
め
る

一
方
で
、
大
き
く
増
え
た

の
は
投
資
的
経
費
で
す
。
特

に
新
庁
舎
関
係
は
南
池
袋
二

丁
目
再
開
発
も
含
め
３６
億
４

千
万
円
、
ま
た
西
部
複
合
施

設
は
８
億
円
計
上
。

区
は
今
後
３
年
間
で
庁
舎

や
学
校
改
築
、
保
育
園
や
特

養
ホ
ー
ム
、
そ
の
他
区
有
施

設
の
改
築
・
改
修
で
５
７
６

億
円
必
要
と
見
積
も
り
、
そ

の
う
ち
庁
舎
が
２
０
８
億

円
、
西
部
複
合
施
設
が
４４
億

円
で
計
２
５
２
億
円
。
４３
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

東
西
デ
ッ
キ
や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
も
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日 本 共 産 党

奮奮闘闘切実な区民要求実現に

保育園を視察するかきうち議員、儀武議員

４月１０日現在の新庁舎建設の様子

１３年第１回
定例区議会

（１） 第３２号 ２０１３年４月２８日発行日 本 共 産 党 豊 島 区 議 団 ニ ュ ー ス
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２
０
１
３
年
度
予
算
に
つ
い
て

小
林
議
員
は
「
区
は
『
金

が
足
り
な
い
』
と
い
い
、
総

点
検
や
枠
配
分
で
区
民
需
要

を
削
っ
て
予
算
編
成
し
た
。

し
か
し
歳
入
は
増
え
、
過
去

最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ

た
。
余
っ
た
金
を
財
調
基
金

に
積
み
立
て
る
方
針
は
や

め
、
削
っ
た
福
祉
を
元
に
戻

し
区
民
生
活
の
支
援
に
使
う

べ
き
」
と
追
及
。

区
は
、
「
貯
金
優
先
で
は

な
い
」
と
区
民
の
願
い
に
背

を
む
け
ま
し
た
。

低
所
得
者
対
策
に
つ
い
て

小
林
議
員
は
「
国
に
生
活

保
護
基
準
の
引
き
下
げ
中
止

を
求
め
よ
」と
質
し
ま
し
た
。

区
は
「
国
に
要
求
す
る
考
え

は
な
い
」
と
答
弁
。

さ
ら
に
、
生
活
保
護
の
入

浴
券
増
や
就
学
援
助
水
準
引

上
げ
、
修
学
旅
行
の
交
通
費

補
助
復
活
、
女
性
自
立
支
援

資
金
廃
止
の
撤
回
を
求
め
ま

し
た
が
、
区
は
冷
た
く
拒
否

し
ま
し
た
。

保
育
園
待
機
児
解
消
を

保
育
園
入
所
希
望
者
が
大

幅
に
増
え
４
月
の
待
機
児
童

も
大
幅
に
ふ
え
る
と
見
込
ま

れ
ま
す
。
小
林
議
員
は
「
抜

本
的
対
策
と
し
て
、
区
有
地

等
を
検
討
し
認
可
保
育
所
の

増
設
計
画
を
立
て
る
と
と
も

に
、
緊
急
策
を
」
と
求
め
ま

し
た
。
区
は
、
認
可
保
育
所

の
定
員
増
や
認
証
保
育
所
誘

致
、
区
有
施
設
等
を
利
用
し

た
臨
時
的
保
育
事
業
等
の
実

施
に
取
組
む
、
と
い
う
だ
け

で
、
具
体
的
な
緊
急
策
も
な

く
、
認
可
保
育
園
増
設
に
も

後
ろ
向
き
で
し
た
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

小
林
議
員
は
マ
ン
シ
ョ
ン

や
商
業
ビ
ル
と
の
合
築
の
庁

舎
は
、
今
後
の
管
理
・
運
営

・
修
繕
が
複
雑
で
建
替
え
が

事
実
上
困
難
、
庁
舎
機
能
も

担
保
で
き
な
い
、
と
指
摘
。

直
ち
に
、
管
理
費
、
修
繕
積

立
金
、
管
理
規
約
案
を
示
す

よ
う
求
め
ま
し
た
。
区
は
、

「
管
理
規
約
な
ど
は
４
月
の

副
都
心
特
別
委
員
会
に
報
告

す
る
」
と
答
弁
。
ま
た
資
金

計
画
の
現
状
を
問
う
と
、「
現

庁
舎
跡
地
を
活
用
し
地
代
収

入
の
一
括
受
取
年
数
で
調
整

す
る
考
え
に
変
更
は
な
い
」

と
答
弁
す
る
だ
け
で
し
た
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

最
後
に
国
保
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
大
幅

値
上
げ
と
な
る
保
険
料
に
つ

い
て
、
区
長
会
で
決
定
す
る

ま
で
区
民
に
知
ら
せ
な
い
や

り
方
を
批
判
。
「
区
民
か
ら
、

こ
れ
以
上
値
上
げ
さ
れ
た
ら

払
え
な
い
、
と
悲
鳴
が
上
が

っ
て
い
る
」
と
保
険
料
の
値

上
げ
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
医
療
費
自
己
負
担
の

減
免
制
度
拡
充
を
求
め
ま
し

た
。
区
は
い
ず
れ
も
や
る
気

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
林
議
員
は
、「
区
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
」
と
題

し
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
２
月
１９
日
）

生
活
援
助
の

時
間
短
縮
を
撤
回
せ
よ

介
護
保
険
の
改
悪
に
よ

り
、
生
活
援
助
の
時
間
短
縮

で
「
こ
れ
ま
で
要
支
援
者
と

ヘ
ル
パ
ー
が
一
緒
に
買
い
物

や
調
理
を
し
て
い
た
が
、
時

間
が
短
く
な
り
ヘ
ル
パ
ー
に

任
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
厚
労
省
が
掲
げ
て
い

る
「
自
立
支
援
」
に
逆
行
す

る
も
の
で
す
。

儀
武
議
員
は
、
生
活
援
助

の
時
間
短
縮
の
撤
回
を
求
め

る
べ
き
。
当
面
区
の
独
自
施

策
で
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
続

け
る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

区
は
「
必
要
な
い
」
と
冷

た
く
拒
否
し
ま
し
た
。

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
を

特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は

１
２
３
５
人
（
平
成
２４
年
１２

月
末
現
在
）
緊
急
度
の
高
い

待
機
者
も
４
９
２
人
で
大
変

深
刻
で
す
。
待
機
者
数
に
見

合
っ
た
増
設
計
画
を
た
て
る

べ
き
、
ま
た
、
現
在
駐
車
場

と
し
て
暫
定
使
用
さ
れ
て
い

る
「
都
営
巣
鴨
母
子
ア
パ
ー

ト
」
跡
地
（
南
大
塚
２
丁
目
）

に
特
養
ホ
ー
ム
を
建
設
せ
よ

と
質
問
し
ま
し
た
。

区
は
「
地
域
保
健
福
祉
計

画
の
見
直
し
で
明
ら
か
に
し

て
い
く
」
「
面
積
が
狭
小
で

整
備
に
は
な
じ
ま
な
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

補
助
８１
号
線
は
特
定
整
備

路
線
か
ら
除
外
せ
よ

特
定
整
備
路
線
候
補
に
選

定
さ
れ
た
補
助
８１
号
線
は
、

巣
鴨
５
丁
目
児
童
遊
園
、
駒

込
７
丁
目
児
童
遊
園
を
削

り
、
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

壊
し
ま
す
。
ま
た
、
駒
込
第

一
保
育
園
の
園
庭
も
削
り
、

子
育
て
の
環
境
も
悪
化
し
ま

す
。
染
井
霊
園
一
帯
は
広
域

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
、
防

災
公
園
「
み
ん
な
の
広
場
」

も
新
設
さ
れ
た
の
で
、
延
焼

遮
断
帯
は
す
で
に
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

儀
武
議
員
は
、
こ
の
区
間

を
、
特
定
整
備
路
線
候
補
か

ら
除
外
す
べ
き
と
追
及
。

区
は
「
除
外
す
る
考
え
は

な
い
」
と
し
て
、
あ
く
ま
で

も
道
路
を
つ
く
る
姿
勢
を
変

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

住
宅
困
窮
者
が
増
大
し
、

大
変
深
刻
で
す
。

儀
武
議
員
は
、区
営
住
宅
、

福
祉
住
宅
な
ど
増
設
す
べ

き
、
住
宅
修
繕
資
金
助
成
事

業
は
、
低
所
得
者
に
限
定
し

た
も
の
、
対
象
の
拡
大
と
予

算
を
増
額
せ
よ
と
求
め
ま
し

た
。区

は
、
既
存
の
賃
貸
住
宅

（
空
き
家
）
の
活
用
、
対
象

の
範
囲
や
予
算
規
模
を
検
証

す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

儀
武
議
員
は
、
「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
、
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
（
２
月
２０
日
）

公
営
住
宅
の
大
幅
な
増
設
を

小
林
ひ
ろ
み
議
員
が
一
般
質
問

儀
武
さ
と
る
議
員
が
一
般
質
問

２０１３年４月２８日発行 第３２号 （２）日 本 共 産 党 豊 島 区 議 団 ニ ュ ー ス
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日
本
共
産
党
区
議
団
は
一

般
会
計
予
算
及
び
３
特
別
会

計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

反
対
理
由
の
第
一
は
、
区

民
の
切
実
な
要
望
に
応
え
て

い
な
い
こ
と
で
す
。

認
可
保
育
園
の
待
機
児
童

が
増
え
て
い
る
の
に
、
緊
急

策
が
な
い
。
根
本
的
解
決
に

な
る
認
可
保
育
園
の
さ
ら
な

る
増
設
も
な
い
。
ま
た
、
特

養
ホ
ー
ム
も
待
機
者
に
見
合

っ
た
計
画
に
な
っ
て
い
な

い
。
公
営
住
宅
建
設
は
し
な

い
、
家
賃
補
助
制
度
も
不
十

分
。
救
援
セ
ン
タ
ー
は
削
減

す
る
。
就
学
援
助
の
拡
充
や

教
育
の
私
費
負
担
の
軽
減
策

も
な
い
。
低
所
得
者
対
策
で

は
生
活
保
護
の
風
呂
券
も
削

減
し
た
ま
ま
。
障
害
者
施
設

へ
の
運
営
補
助
も
削
減
し
て

い
る
。

第
二
に
、
大
型
開
発
優
先

で
、
区
民
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
に
な

っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

住
民
を
追
い
出
し
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
分
断
す
る
都
市
計

画
道
路
・
特
定
整
備
路
線
を

強
引
に
進
め
て
い
る
が
、
生

活
再
建
の
具
体
策
は
な
い
。

道
路
を
つ
く
る
だ
け
で
は
防

災
上
不
十
分
、
耐
震
補
強
、

不
燃
化
を
す
す
め
る
べ
き
。

新
庁
舎
建
設
の
資
金
計
画
は

地
価
が
下
が
り
不
透
明
。
東

西
デ
ッ
キ
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど
不

要
不
急
の
も
の
に
固
執
し
て

い
る
。

第
三
に
、
区
民
生
活
を
守

る
自
治
体
本
来
の
役
割
を
果

た
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

今
予
算
は
「
金
が
な
い
」

と
言
っ
て
、
「
総
点
検
」「
枠

内
配
分
」
で
く
ら
し
、
福
祉

を
削
っ
て
編
成
し
た
も
の
。

障
害
者
団
体
か
ら
の
会
場
使

用
料
徴
収
や
保
育
料
の
値
上

げ
、
高
齢
者
福
祉
費
の
削
減

な
ど
弱
い
者
に
し
わ
寄
せ
。

正
規
職
員
の
削
減
。
臨
時
職

員
の
勤
務
時
間
・
日
数
を
削

っ
て
社
会
保
険
か
ら
外
そ
う

と
し
た
。
前
年
度
残
し
た
お

金
は
全
額
財
調
基
金
に
積
立

て
る
財
政
運
営
な
ど
、
看
過

で
き
な
い
問
題
が
多
々
あ

る
。保

険
料
の
大
幅
値
上
げ
を

す
る
国
民
健
康
保
険
、
高
す

ぎ
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
介
護
保
険
の
３

特
別
会
計
予
算
に
も
反
対
し

ま
し
た
。

１３
年
度
予
算
で
「
住
宅

修
繕
資
金
助
成
事
業
」
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
住
宅

の
修
繕
工
事
を
行
う
社
会

的
弱
者
に
対
し
、
助
成
対

象
経
費
の
３０
％
以
内
か
つ

１０
万
円
を
限
度
に
助
成
す

る
も
の
で
す
。
か
つ
て
実

施
し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

資
金
助
成
事
業
と
は
違

い
、
年
収
１
５
０
万
円
以

下
の
極
め
て
低
所
得
者
に

限
定
し
、
工
事
内
容
も
ド

ア
の
修
繕
、
雨
漏
り
な
ど

で
す
。
施
工
す
る
業
者
か

ら
も
、
仕
事
の
魅
力
が
な

く
て
手
を
上
げ
る
業
者
が

い
な
い
と
い
う
事
態
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

区
民
か
ら
も
、
事
業
者

か
ら
も
喜
ば
れ
る
よ
う
対

象
の
拡
大
な
ど
さ
ら
な
る

拡
充
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
定
例
会
に
、
区
は
、
女

性
自
立
援
助
資
金
の
廃
止
条

例
を
提
案
し
ま
し
た
。

女
性
自
立
援
助
資
金
貸
付

は
、
女
性
に
対
し
事
業
開
始

や
継
続
、
自
立
促
進
、
住
宅
、

療
養
な
ど
の
資
金
を
貸
し
付

け
る
区
の
独
自
の
制
度
で

す
。現

在
、
利
用
さ
れ
て
い
る

の
は
、
扶
養
す
る
子
ど
も
の

修
学
に
必
要
な
貸
付
で
す
。

区
は
、
制
度
を
廃
止
す
る

理
由
と
し
て
、
利
用
率
が
低

く
、
ほ
か
に
も
育
英
会
と
か

社
協
の
貸
付
が
あ
る
の
で
、

区
独
自
の
制
度
は
必
要
が
な

い
と
い
う
の
で
す
。

子
ど
も
文
教
委
員
会
の
審

査
で
、
か
き
う
ち
議
員
は
、

「
減
っ
た
と
は
い
え
制
度
を

利
用
す
る
区
民
は
毎
年
い
る

し
、
区
の
制
度
は
他
の
貸
付

よ
り
条
件
が
よ
く
、
独
自
の

修
学
資
金
は
必
要
」
と
条
例

の
廃
止
に
反
対
し
ま
し
た
。

「
特
定
整
備
路
線
候
補
区

間
の
整
備
推
進
と
併
せ
た
不

燃
化
特
区
申
請
に
つ
い
て
の

陳
情
」
が
都
市
整
備
委
員
会

で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
は
２
０
１
１
年
に

「
防
災
上
、
危
険
な
木
造
密

集
地
域
を
２
０
２
０
年
ま
で

に
解
消
す
る
」
と
し
て
、
未

整
備
の
都
市
計
画
道
路
の
整

備
（
特
定
整
備
路
線
）
や
市

街
地
の
不
燃
化
を
促
進
す
る

と
し
た
「
不
燃
化
推
進
特
定

整
備
地
区
」
（
不
燃
化
特
区
）

の
指
定
等
を
定
め
た
「
木
密

地
域
不
燃
化
１０
年
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

区
は
こ
れ
を
積
極
的
に
受

け
、
都
市
計
画
道
路
７
路
線

を
特
定
整
備
路
線
と
し
、
ま

た
東
池
袋
４
・
５
丁
目
地
区

を
不
燃
化
特
区
に
応
募
、
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
陳
情
は
、
こ
れ
ら

特
定
整
備
路
線
の
沿
道
街
区

を
不
燃
化
特
区
と
し
て
新
た

に
都
へ
の
応
募
を
求
め
た
も

の
で
す
。

渡
辺
議
員
は
「
木
密
不
燃

化
の
推
進
に
反
対
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
道
路
建
設
や

街
づ
く
り
は
住
民
間
で
充
分

な
検
討
が
必
要
。
こ
の
間
、

『
共
同
化
』
や
道
路
建
設
で

多
く
の
区
民
が
追
い
出
さ

れ
、
ま
た
近
隣
関
係
が
壊
さ

れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
「
防

災
を
理
由
に
、
８
年
間
で
道

路
建
設
や
街
づ
く
り
を
進
め

る
と
い
う
の
は
大
問
題
」
と

不
採
択
を
主
張
、
他
会
派
は

採
択
と
し
ま
し
た
。

区
議
会
政
務
調
査
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
総
務
委
員

会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
改
正
で
、
政

務
調
査
費
の
名
称
を
「
政
務

活
動
費
」
と
し
、
使
途
基
準

を
条
例
で
広
げ
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
条

例
で
は
「
要
請
・
陳
情
活
動

費
」
を
新
設
し
ま
す
。

区
議
団
は
、
「
条
例
改
正

が
、
短
期
間
の
う
ち
に
住
民

に
広
く
知
ら
さ
れ
な
い
で
決

め
ら
れ
る
の
は
問
題
」
「
使

途
は
『
調
査
・
研
究
活
動
』

に
限
定
す
べ
き
で
、
要
請
・

陳
情
活
動
費
を
新
設
す
べ
き

で
な
い
」
と
反
対
。
自
民
、

公
明
、自
治
み
ら
い
な
ど
は
、

「
拡
大
す
べ
き
」
「
改
正
は

必
要
」
と
賛
成
し
ま
し
た
。

主
な
条
例
・
請
願
・
陳
情
・
意
見
書
に
つ
い
て（
四
面
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

区
議
会
政
務
活
動
費

使
途
を
拡
大
す
る
条
例
改
正
に
反
対

過
去
最
大
に
も
か
か
わ
ら
ず

切
実
な
区
民
需
要
に
応
え
て
い
な
い

２０１３年度
予 算

「
住
宅
修
繕
資
金
助
成
事
業
」（
新
規
事
業
）

女
性
自
立
援
助
資
金
の

廃
止
は
や
め
よ

特
定
整
備
路
線
候
補
区
間
の
整
備
推
進
と
併
せ
た

不
燃
化
特
区
申
請
に
つ
い
て
の
陳
情
に
反
対

木
密
地
域
不
燃
化
１０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

さ
ら
な
る
拡
充
を
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国
保
料
値
上
げ
条
例
と
、

値
上
げ
反
対
の
陳
情
が
議
会

に
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
区

民
厚
生
委
員
会
（
河
野
委
員

長
）
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
値
上
げ
さ
れ
る
国

保
料
で
す
が
、
今
回
は
均
等

割
額
な
ど
の
値
上
げ
に
加

え
、
２
年
前
に
旧
た
だ
し
書

き
方
式
に
変
更
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
「
激
変
緩
和
措
置
」

の
廃
止
で
、
例
年
以
上
の
大

幅
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

森
議
員
は
、
「
あ
い
つ
ぐ

負
担
増
で
滞
納
世
帯
は
３
割

を
超
え
、
国
民
皆
保
険
制
度

の
根
幹
が
揺
ら
い
で
い
る
。

値
上
げ
に
反
対
」
「
国
へ
補

助
増
額
を
求
め
よ
」
と
迫
る

と
、
区
は
、
「
国
の
負
担
が

足
り
な
い
」と
認
め
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、

自
民
、
公
明
、

民
主
、
み
ん
な

の
党
は
、
「
制

度
維
持
の
た
め

に
は
仕
方
な

い
」
な
ど
と
、

ま
た
も
や
値
上

げ
を
容
認
し
ま

し
た
。

「
新
庁
舎
の
管
理
に
関
す

る
陳
情
」
が
総
務
委
員
会
で

審
査
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
陳
情
は
、
新
庁
舎
に

つ
い
て
、
�
住
民
説
明
会
を

開
く
な
ど
し
て
住
民
の
声
を

取
り
入
れ
た
管
理
規
約
を
作

る
こ
と
、
�
地
区
広
場
の
利

用
な
ど
、
公
共
施
設
と
し
て

の
独
立
性
の
担
保
を
求
め
た

も
の
で
す
。

庁
舎
を
マ
ン
シ
ョ
ン
や
店

舗
・
事
務
所
と
の
合
築
で
作

れ
ば
、
管
理
・
運
営
・
修
繕

が
複
雑
と
な
り
建
て
替
え
は

事
実
上
困
難
で
、
庁
舎
と
し

て
の
独
立
性
も
担
保
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
区

は
、
「
管
理
規
約
で
き
め
て

い
く
」
と
説
明
し
て
き
ま
し

た
。

儀
武
、
小
林
両
議
員
が
区

民
へ
の
説
明
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
区
は
「
説
明
会
は
１
０

０
回
以
上
や
っ
た
」
と
問
題

を
す
り
替
え
た
答
弁
に
終
始

し
ま
し
た
。
儀
武
、
小
林
両

議
員
は
「
管
理
組
合
で
管
理

規
約
を
決
め
る
前
に
区
民
に

説
明
が
必
要
」
と
採
択
を
主

張
し
ま
し
た
が
、
自
民
党
、

公
明
党
、
自
治
み
ら
い
な
ど

が
不
採
択
に
し
ま
し
た
。

かきうち 信行
南長崎３‐８‐１９
（３９５０）３６７５

渡辺 くみ子
高田２‐８‐９‐３０８
（３９７１）１９５０

小林 ひろみ
高松２‐５２‐１０
（３９５５）８２４４

森 とおる
南大塚２‐６‐１２
（６９１２）０１３５

河野 たえ子
西池袋５‐２６‐２８
（３９５７）２６００

儀武 さとる
巣鴨５‐３８‐１
（３９１８）９４５８
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○は可決に賛成 ×は可決に反対

結果

可決

可決

可決

可決

不採択

不採択

採択

会 派 等

未

来

の

党

○

○

○

○

不採択
に賛成

不採択
に賛成

採 択
に賛成

み
ん
な
・
無
所
属

刷

新

の

会

○

○

○

○

不採択
に賛成

不採択
に賛成

採 択
に賛成

自
治
み
ら
い

○

○

○

○

不採択
に賛成

不採択
に賛成

採 択
に賛成

公

明

党

○

○

○

○

不採択
に賛成

不採択
に賛成

採 択
に賛成

自
民
党
豊
島
区
議
団

○

○

○

○

不採択
に賛成

不採択
に賛成

採 択
に賛成

日
本
共
産
党

×

×

×

×

不採択
に反対

不採択
に反対

採 択
に反対

意見のわかれた主な議案等

豊島区議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改
正する条例

豊島区女性自立援助資金貸付条例を廃止する条例

平成２５年度豊島区一般会計、国民健康保険事業会計、
後期高齢者医療事業会計、介護保険事業会計の各予算

豊島区国民健康保険条例の一部を改正する条例

新庁舎の管理に関する陳情

区民のいのちを守るため国保料の値上げに反対する陳情

特定整備路線候補区間の整備推進と併せた不燃化特区
申請についての陳情

国
民
健
康
保
険
料
が
大
幅
値
上
げ

ま
た
も
や

�年間で
こんなに上がった保険料

区
民
不
在
で
す
す
め
ら
れ
る

新
庁
舎
建
設

２０１３年度

１３０，６１２円

２０２，２４５円

３５５，３９５円

（＊）２０１０年度までは賦課方式が住民税方式

２０１２年度

１１６，８６９円

１５７，７４９円

３１７，６９９円

（＊）２０１０年度

９５，７７０円

１１７，３４２円

２０６，６０５円

モデルケースによる保険料試算

年金受給者２人世帯 年収２３０万円
（６５歳以上）

給与所得者２人世帯 年収２００万円
（６５歳未満、介護保険料２名分）

給与所得者４人世帯 年収３００万円
（６５歳未満、介護保険料２名分）

２０１３年４月２８日発行 第３２号 （４）日 本 共 産 党 豊 島 区 議 団 ニ ュ ー ス


